
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(C)

2013～2011

『パンセ』と『キリスト教護教論』―パスカルの著作の意味と価値

The Pensees and the apologetics - Meaning and values of Pascal's works

００１０９０５０研究者番号：

塩川　徹也（Shiokawa, Tetsuya）

東京大学・人文社会系研究科・名誉教授

研究期間：

２３５２０３６６

平成 年 月 日現在２６   ６   ６

円     3,700,000 、（間接経費） 円     1,110,000

研究成果の概要（和文）：  研究代表者がこれまで発表してきた論文のうち主要なもの17編を選んで、「権威――信仰
と理性の狭間」というテーマにそって配列したフランス語の論文集をパリのシャンピオン書店から公刊した。また、パ
スカル没後350年を記念してパリで開催された二つの国際研究集会に参加し、「『パンセ』における愛と正義」と題す
る特別講演と「パスカルの護教論における原罪――その意味と役割」をテーマとする研究発表を行った。
　『パンセ』の稿本、写本及び刊本についての研究を踏まえて、同書の翻訳において依拠すべき底本を決定し、それに
基づいて、これまでに完成した訳稿の全面的な改訂作業に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：  Published a collection of studies entitled "The authority between faith and reas
on" at the publisher H. Champion of Paris, by gathering 17 main titles among the works the scientist had w
ritten until now. Given a invited lecture entitled "Love and justice in the Pensees" and a paper on the th
eme of "the original sin in the Pascal's apologetics" in two international colloquiums to commemorate the 
350th anniversary of the death of Pascal.
  Fixed his choice of the original text to be used for translating the Pensees on the basis of bibliograph
ical research in the manuscripts, copies and editions of the book, and started the complete revision of th
e manuscripts of the translation.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 パスカル(1623-1662)の『パンセ』(1670)
は近世フランスの生み出した文学・思想・宗
教の古典として、本国フランスのみならず、
欧米諸国そして明治以降の日本においても
多くの読者を獲得し、高度な研究の対象とな
ってきた。しかしそれは、作者の書き残した
メモ類を死後になって関係者が編纂した書
物であり、その後も現在に至るまで数々の新
版の試みがなされ続けている特異なテクス
トである。したがって『パンセ』の研究にお
いては、文献学的アプローチと思想・文学的
アプローチが不可分である。しかしサント＝
ブーヴ、レオン・ブランシュヴィック、アン
リ・グイエ、ジャン・メナールのような偉大
な例外はあるものの、両者の総合は容易なこ
とではない。とりわけメナール教授が半世紀
近く前から刊行を始めた『パスカル全集』は
彼のテクストについての知見を一新しつつ
あるが、『パンセ』の巻は未刊であり、その
ため個別研究は盛んであるにもかかわらず、
総合的視点に立った『パンセ』研究は隘路に
ある。また『パンセ』は、書物としての成立
の経緯からして、それがいかなるジャンルに
属し、いかなる目的あるいは用途を有してい
るかを一意的に定めることができない。それ
は、あるいはキリスト教護教論として、ある
いは信仰書、あるいはモラリスト文学、さら
には心情の告白の書として読まれてきたが、
それぞれの読み方によって、読者がそこに見
出す意味と価値は異なる。『パンセ』が古典
であるとすれば、その意味と価値はどこにあ
るのか？これは、『パンセ』研究にとって本
源的ではあるが、正面切って答えることがき
わめて困難な問いである。 
 研究代表者は、日本では前田陽一教授、フ
ランスではジャン・メナール教授に師事して、
若手研究者の頃からパスカルとポール・ロワ
イヤルの研究に従事し、多数の業績をあげて
きた。しかしそれらは主として個別の論点に
関わるモノグラフであり、また研究の姿勢と
して、「裁くのではなく理解すること」を目
標に掲げ、研究対象の価値と研究自体の価値
を問うことはできる限り抑制してきた。しか
し近年、そのような態度に固執することが、
研究を文化と社会から切り離し、自閉的な状
況に陥れる危険をはらんでいることを鋭く
自覚するに至り、より総合的でかつ社会に開
かれた研究のあり方を模索していた。幸いに
して 10 年ほど前から『パンセ』の全訳に取
り組む機会を与えられ、テクストの全体を総
合的に捉える必要性を痛感し、またその可能
性を予感することができた。また 2009 年２
月には、定年を迎えるにあたって最終講義を
行ったが、その準備の過程で「意味と価値」
が避けて通れない問題であることを再確認
するとともに、それを独りよがりにならずに

考えるためには、３世紀半に及ぶ『パンセ』
の編纂と受容の歴史の中で、それがどのよう
な書物として編集され、読まれ評価されてき
たかを跡づけることが不可欠であることを
痛感した。さらに古典の価値と古典を読むこ
との意味については、近著『発見術としての
学問』（岩波書店、2010）において思索を深
め、今や本研究に取り組む時機は熟したとい
える。以上が研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
パスカルの『パンセ』は近世フランスの生

み出した古典として、欧米のみならず日本に
おいても多数の読者を獲得し、高度な研究の
対象となってきた。しかしそれは、作者の残
したメモ類を死後になって関係者が編纂し
た書物であり、その後も現在に至るまで数々
の新版の試みがなされ続けている特異なテ
クストである。本研究は、そのような成立の
経緯を踏まえて、『パンセ』の編纂史と受容
史、及び両者の相関関係を跡づけることを通
じて、その根底に潜んでいる価値観とその変
遷を明らかにすることを目指す。つまり『パ
ンセ』の意味と価値が、宗教・思想・文学の
いかなる局面にかかわると考えられてきた
かを洗い出すことによって、この世界の名著
が２１世紀の人間、とりわけ日本人にとって
いかなる意味と価値を持ち得るかを探究す
る。 
 

３．研究の方法 
（1）文献資料の探索と入手を進めながら、
パスカルの遺稿がどのようにして『パンセ』
という書物として成立したかを、同時代の資
料の分析を通じて探求する。 
（2）３世紀半に及ぶ『パンセ』の編纂史と
受容史について、いくつかのテーマを立てて
研究を進め、個々の成果をまとめるとともに、
それに基づいて『パンセ』の現代的意義と価
値についての見通しを示す。 
（3）研究組織については、研究分担者は立
てないが、国内外の研究機関・研究者と緊密
な協力体制を敷いて研究を実施する。そのた
めに主としてフランスで、年１～２回半月程
度、研究交流と文献資料の調査を行う。 
①国内では、研究代表者が 2009 年まで在職
していた東京大学大学院人文社会系研究科
フランス文学研究室の協力を得て、元同僚た
ち、とりわけ中地義和・塚本昌則両教授に意
見交換と専門知識の提供を要請する。 
②国外では、研究代表者が研究員を務めるパ
リ・ソルボンヌ大学「17・18 世紀フランス語
フランス文学研究センター」で、パスカル研
究の専門家（メナール教授、セリエ教授、フ
ェレロル教授）と意見交換を行い、専門知識
の提供を受ける。 
③フランス国立図書館、パリのマザリーヌ図
書館等で資料調査を行う。 
 



４．研究成果 
（1）研究代表者がこれまでフランス語で発
表した論文――その多くは、パスカルはいか
なる護教論を構想し、そこにいかなるい意味
と価値を見出していたかという問題意識に
導かれている――をまとめて『権威――理性
と信仰の狭間』という題名で、パリのシャン
ピオン書店から刊行した。これに対しては、
日本（『フランス哲学・思想研究』）、イタリ
ア(Quaderni leif)、フランス(Fabula、 RHLF)
の学術誌等が詳細な書評を公表し、高い評価
を与えている。 
（2）10 数年前から、セリエ版に依拠して取
り組んでいる『パンセ』の翻訳を進め、すべ
ての断章を訳出した。しかし『パンセ』の稿
本、写本及び刊本の調査を行う過程で、セリ
エ版の問題点を強く意識するに至り、底本を、
パスカルの没後すぐに作成された「第一写
本」に変更し、「自筆原稿集」と「第二写本」、
および主要な刊本を参照しながら翻訳を改
定することにした。改訂作業は、研究期間の
終了時点で、全体の三分の一程度まで進行し
ている。 
（3）パリの図書館（フランス国立図書館、
マザリーヌ図書館）で資料調査を行い、『パ
ンセ』の発想源についていくつかの新知見を
得た。とりわけパスカルがユダヤ教の「ラビ
の教え」に関する知識を得るために参照した
レモン・マルタンの著作『プギオ・フィデイ』
についての調査の過程で、原罪に由来する人
間の本性のゆがみを意味するためにパスカ
ルが用いた"figmentum malum"という表現の
典拠がこの書にあることが確認されたが、こ
れはパスカルの人間学の基盤を考える上で
貴重な示唆を与えるものである。 
（4）課題に関連する個別のテーマ、とりわ
け『パンセ』の編纂史と受容史に関わるいく
つかの問題について研究を進め、その成果を
国際研究集会等で口頭発表し、また学術誌等
に論文・小論の形で公表した。その主なもの
は以下のとおりである。 
①パスカルの人間学と神学の双方において
最重要課題の一つである愛と正義の関係を
論ずる招待講演を、パスカル没後 350 周年記
念国際研究集会で行った。 
②原罪の教義がパスカルの護教論において
果たす役割に関する研究発表を、「パスカル
の護教論再読」を共通テーマとする国際研究
集会で行った。以上二つの発表はその後論文
として公表された。 
③『パンセ』の編纂の歴史を概観することを
通じて、歴代の編纂者たちが、それにいかな
る意味と価値を与えようとしていたかを素
描した論文「パスカルの『パンセ』――中断
された作品の生成論」のフランス語版を、文
学作品の生成学をテーマとする論集に寄稿
した。 
④「〈私〉とは何か」という問いにパスカル
とデカルトがどのように答えたかを詳細に
検討することを通じて、両者の思想とりわけ

人間学の相違とその意味を考察した論文を
『デカルト哲学をめぐる論戦。小林哲学・論
駁と答弁』と題する論文集に寄稿した。 
⑤パスカルの護教論、とりわけその基盤をな
す原罪の思想を厳しく批判した理神論者シ
ャールを取り上げ、その主張をパスカルの思
想と対比することを通じて、パスカルの護教
論の意味と価値を考察するフランス語の論
文「ロベール・シャールの論敵パスカル」を
自伝の諸相を共通テーマとする国際研究集
会の報告書の一編として公表した。 
⑥「『パンセ』の一句をめぐる変奏曲」にお
いて、パスカルの護教論が「精神の倫理」に
反すると述べて、パスカルを厳しく批判した
詩人ポール・ヴァレリーとパスカルとの「対
決＝対話」に考察を加えた小文を『ヴァレリ
ー集成 IV』の月報に発表した。 
（5）機会をとらえて本研究の成果を学生あ
るいは市民向けの講演会で解説するなどの
啓発活動を行った。 
①白百合女子大学のオムニバス講義で2回に
わたって、『パンセ』がどのように編纂され、
また受容されたかを概観することを通じて、
『パンセ』の意味と価値を考察した。 
②信州大学で開催された日本学士院の公開
講座で、「パスカルの賭け――意思決定にお
ける理性と信」と題する講演を行い、パスカ
ルの思想と信仰の意味と価値について啓発
的な解説を行った。 
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